
令和６年度 第７回（第 31 回）「理科モデル授業オンライン研修会」アンケート結果［学生］  

 

質問７ 本日の研修会の内容について、ご意見やご感想、ご質問など 

・選択肢のひとつとして、子どもが問いを持って主体的に取り組む授業を参考にしたいと思った。本当

に楽しそうだと思った。(小学校志望・教育実習経験ある) 

・問題を作ることへの手立てには色々な種類があることを学んだ。また、その中で 1 番大切なのは生徒

のことやクラスの状況を知っていることなのだと感じた。少しでも真似できるように研鑽していきた

いと思う。(中学校志望・ある) 

・オープンクエスチョン、クローズドクエスチョンといった概念を初めて学べて良かった。(中学校志

望・ある) 

・オープン質問とクローズ質問を置き換えることが楽しく、かつとても思考力を育成できるものである

と感じた。(小学校志望・ある) 

・主体的な活動をしたいとは思いつつも実践例を今まで見た事がなかったので、非常に有意義な時間で

あった。(中学校志望・ない) 

・今回の問いを見いだし、自分から探究する授業は必然的にコミュニケーションをすることになるので

主体的、対話的で深い学びであると強く感じた。(高等学校志望・ある) 

・非常に珍しいワークショップ形式の授業が見られて参考になった。(中学校志望・ある) 

・今回の授業において、子どもたちの主体性を大事にしながら、質問について考えたり、内容をまとめ

たりする点について、とても参考になった。内容も深く、面白い授業であった。(高等学校志望・な

い) 

・今回初めて参加した。現職の先生が、問題設定を生徒が主体的に行う授業をどう作って、実際に行っ

てきたかを体験して、すごく自分にとっても刺激のある授業で良かった。もっと前からこういう機会

を得て参加したかった。(中学校志望・ない) 

・探究的な授業形式について、参観実習等で活動段階と共有の段階は見たことがあるが、質問を作る段

階は話で聞くだけだったので、自分たちが直接受けることができたのはとても貴重な経験だったと思

う。(中学校志望・ある) 

・問題を見出す授業はあまり見たことがなかったため、とても参考になった。問題を見出すためにもき

ちんと時間を取ることで、子供たちの主体性を高めるのだと思った。今回のような授業を行うために

は、質問の焦点や机間指導など、様々な教師の工夫や技量が必要となると思う。この授業をつくるま

での経緯などのお話を聞き、教師は常に学び続けて行く必要があるのだと改めて感じた。(中学校志

望・ある) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


